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全国路面電車サミット2024 in 宇都宮
令和6年1月28日

本 田 豊
富山大学 都市デザイン学部

都市・交通デザイン学科

富山県内における
地域公共交通をめぐる最近の動き



富山県地域交通戦略の策定
（従来から踏み込んだ県版の地域公共交通計画）
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第1回会議（R4.6.2）

• バックキャスティング型の方針で議論を開始

• ウェルビーイング向上の視点から地域交通を議論

第2回会議（R4.9.1）

• 地域交通戦略の基本方針・考え方を議論

第3回会議（R4.11.17）

• 地域交通戦略の目標を議論

第4回会議（R5.2.8）

• 地域交通ネットワークの目指すべき姿を議論
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■ 富山県地域交通戦略会議の開催の流れ（1）
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第5回会議（R5.8.24）

• 地域交通戦略における関係者間の役割分担・責任
分担について議論

第6回会議（R5.12.25）

• 富山県地域交通戦略（素案）について議論

• 地域交通の利用回数等の目標設定
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■ 富山県地域交通戦略会議の開催の流れ（2）



■ 富山県地域交通戦略の基本的な方針・考え方

出典︓第２回「富山県地域交通戦略会議」資料（富山県）をもとに加筆
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• 交通手段の選択肢が多いことが生活を豊かにする

（＝ウェルビーイングの向上を目指す上で重要）

• 採算性にとらわれない取り組みが必要

• 「城端線・氷見線のＬＲＴ化」の検討を並行して進めること



欧州の持続可能なモビリティ計画（ＳＵＭＰ） の考えを参考に

■ SUMPの特徴
• 「人」に焦点をあてたモビリティ計画
• バックキャスティング型の交通計画

出典︓第４回「富山県地域交通戦略会議」資料（富山県） 6
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■ 富山県地域交通戦略の目標

〔目標１〕 県民一人当たりの地域交通利用回数

• 地域交通サービスの最適化を通じた県民の利用機会の

増加を目指す。

〔目標２〕 ガソリン車の台数

• カーボンニュートラルを推進するため、地域交通の利用

を促進し、ガソリン車の台数の削減を目指す。

〔目標３〕 地域交通への満足度

• 県政世論調査を通じて県民の満足度を把握し、ウェル

ビーイングの向上を目指す。

出典︓第６回「富山県地域交通戦略会議」資料（富山県）
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■ 富山県の地域交通ネットワークの目指すべき姿

全市町村に鉄道が通る富山県の強みを活かし、鉄軌道や駅を中心
に、あらゆるサービスが一つに繋がるネットワーク（幹・枝・葉）を県
全体で形成し、ウェルビーイングを向上させる持続可能で最適な地
域交通サービスを実現する。

出典︓第４回「富山県地域交通戦略会議」資料（富山県）を一部改変
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• 公共交通は移動手段であるだけでなく、目的とな
る医療、福祉、教育、観光、商業、環境などの分野

との連携が重要

• 自治体の交通関係の予算について、部局間や異
なる自治体間で共通の理解を得ることが重要

■ 地域交通ネットワークの目指すべき姿



出典︓第６回「富山県地域交通戦略会議」資料（富山県）を一部改変 10

■ 地域交通戦略における関係者間の役割分担・責任分担



出典︓第５回「富山県地域交通戦略会議」資料（富山県） 11



対象：県内全域

期間：2024～2028年度の5年間

目指すべき姿

• 全市町村に鉄道が通る富山県の強みを活かし、幹となる鉄

軌道や駅を中心にあらゆるサービスが木のように1つに繋が
るネットワーク

計画の目標

• 県民1人当たりの地域交通利用回数 約40回→ 50回／年

• ガソリン車の台数2013年度（約66万台）から20万台削減

• 地域交通への満足度を現状の1.25倍に増やす
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■ 富山県地域交通戦略（素案）の概要



関係者の役割分担・責任分担

• 地域交通は、その地域の「公共サービス」と位置づけ

• 自らの地域に対し、自治体の役割は、事業者への側面支援

から「投資」へ、沿線住民や企業の役割は、「参画」へと舵を

切る
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■ 富山県地域交通戦略（素案）の概要



出典︓第６回「富山県地域交通戦略会議」資料（富山県） 14



城端線・氷見線をめぐるＬＲＴ化検討
（ＬＲＴ化検討から再構築実施計画へ）
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出典︓富山県資料を一部改変

ＬＲＴ化検討会（①R2.6.8、②R3.3.25、③R3.11.16 、④R4.5.27、
⑤R5.2.2、⑥R5.3.30）
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■ 城端線・氷見線ＬＲＴ化検討会について

（2020年）
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• 「ＬＲＴ」には様々な定義があるが、ＬＲＴ化検討会では

低床路面電車という意味で捉えていた。

• 整備コストよりも、運行をどうするかが論点となった。

→ 混雑の改善や冬季の対応

• 城端線・氷見線の将来像は、「鉄道で」「運行頻度の

確保」「利便性の向上」が沿線４市の共通認識であっ

た。

• ＢＲＴは運送力を確保するために大幅にバスを増やす

必要があり、運転手の確保が課題との認識だった。
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城端線・氷見線ＬＲＴ化検討会での認識



出典︓第５回「城端線・氷見線ＬＲＴ化検討会」資料（富山県） 18



出典︓第５回「城端線・氷見線ＬＲＴ化検討会」資料（富山県） 19



■ 「城端線・氷見線ＬＲＴ化検討会」の検討結果

• ６回の検討会の結果、「新型鉄道車両」の導入を目指す。

○実現に向けた今後の取り組み

• 新型鉄道車両の導入について、ローカル鉄道の持続性と利便

性の向上に向けた国の新たな支援制度の活用も視野に入れ、

運行本数の増加、交通系ICカードの導入、両線の直通化など
の利便性・快適性の向上策等とともに検討する。あわせて、関

係者間の役割分担・責任分担についても検討する。

• このため、「城端線・氷見線ＬＲＴ化検討会」を発展的に解消し、

県、沿線4市、JR西日本を中心に、国の支援制度に沿った新た
な検討組織を設置することとする。

→ 「城端線・氷見線再構築検討会」を設立し、継続議論へ
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■ 「城端線・氷見線再構築検討会」の概要

○ 2023年内に５回の検討会がすべて終了

• 国の新制度を踏まえ、非常に速いスピードで議論が進行

• 第1回（7/30）→ 第2回（9/6）→ 第3回（10/23）→ 第4回
（11/29）→ 第5回（12/18）

○ 第1回城端線・氷見線再構築検討会 （R5.7.30）

• 国の制度の活用方針や、事業主体について今後議論していく

こと等について、関係者間で確認・議論

※再構築検討会の委員

• 県知事、高岡市長、氷見市長、砺波市長、南砺市長、JR西日
本金沢支社長、北陸信越運輸局鉄道部長 （オブザーバー）
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■第5回城端線・氷見線再構築検討会 （R5.12.18）

○ 城端線・氷見線再構築実施計画について

• 「再構築実施計画」に、自治体の役割として、従来の
赤字補填ではなく、自らの地域に対する「投資」とする

ことを追記。

• 公共交通を社会インフラとして捉え、自治体が「公共
サービス」として鉄道事業者とともに支援することを全

面的に打ち出した。

• 県の「地域交通戦略」との整合が図られた。
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■ 城端線・氷見線再構築ヘ向けて

○城端線・氷見線がめざすのは４点セットで終わるのか

• 新型鉄道車両の導入

• 運行本数の増加

• 交通系ICカードの導入

• 両線の直通化

○めざすべきは、広義の「ＬＲＴ化」

クルマ社会でも、すべての人がウェルビーイングの向上を可能

とする移動の選択肢となり得る鉄軌道系交通システムに改良

すること

• ①車両・施設の近代化、②運行の近代化、③路線の近代化、

④他の交通機関との連携強化 の実現が不可欠
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• 公共交通活性化の成功事例を見ると、市民や市民
組織の動きが議会や行政を動かしてきた。

• 市民の声や盛り上がりがないと、議会や行政の関
心ややる気はけして高まらない。

そこで…

• 2020年から、両線の沿線地域を盛り上げるために、
アイデアソンやワークショップ、意見交換会など、地

域の輪を広げる実践活動を展開してきた！

沿線の市民団体による城端線・氷見線ＬＲＴ化を
後押しする取り組みの重要性



城端線・氷見線ＬＲＴに向けたＲＡＣＤＡ高岡を中心にした
市民団体の取り組み

○城端線・氷見線アイデアソン（ワークショップ）

①2020年12月（高岡市）、②2021年5月（南砺市福野）、③
2021年6月（高岡市）、④2021年7月（南砺市井波）、⑤2021
年10月（氷見市）、⑥2021年12月（氷見市）、⑦2022年2月
（高岡市戸出）、⑧2022年5月（南砺市井波）、⑨2022年6月
（南砺市福野）、⑩2022年11月（砺波市）、⑪2023年1月（氷
見市）、⑫2023年3月（高岡市戸出） 計12回

○城端線・氷見線意見交換会

2022年11月（高岡市二塚）

○ その他 城端線・氷見線公開講座 年2～3回開催
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• アイデアソンや意見交換会などの実践活動が、ＴＶ
や新聞等マスメディアの報道を通じて、市民や市長、

市議会に与えた影響は大きい。

• 実は、市民団体の活動記事や活動内容をチェック

結果的に…

• 市民活動が非常に有意義だった

• 関係者が参画・協働して取り組むことが不可欠

→ 沿線の市民活動なくして、地域公共交通の将来はない

沿線の市民団体による城端線・氷見線ＬＲＴ化を
後押しする実践活動の重要性


